令和２年度第１回就労プロジェクト会議録
	日　時
	令和２年９月25日（金）　午後２時～午後４時
	書記　小原

	場　所
	厚木市保健福祉センター５階視聴覚室

	出席者
	厚木公共職業安定所：芳賀、ウェルビー株式会社　ウェルビー本厚木駅前センター：村田、就労継続支援Ａ型事業所　サンテ：関口、就労継続支援Ｂ型事業所　わーくあーつ：川島、相談支援事業所　ここから：城所・切通、一般社団法人クロスオーバー大和：矢原、相州メンタルクリニック：木下、神奈川県立厚木西高等学校：高橋、厚木市産業振興課：柴田、神奈川県障害者雇用促進センター：宮・山田、神奈川県立えびな支援学校：伊藤、厚木市障がい福祉課：小宮・川井、事務局：栗原、長澤、小菅、小原(厚木市障がい者基幹相談支援センター)【敬称略】


内容

	1、 開会
2、 自己紹介、各事業所の取り組みと課題

〇ハローワーク
　　障がい者の方を対応とした面接会を毎年行っているが、今年度はコロナウィルス感染拡大防止の観点から、密を避ける為、完全予約制の形で実施。出来る限り多くの企業の求人票を集め行っている。求人票だけでは企業の様子が分かりにくい為、企業見学もするよう勧めている。

　　先の見通しが立たない状況だが、withコロナで出来ることを行っていきたい。
〇ウェルビー本厚木
　　今年度4月、市内の二つの事業所（第一、第二）を統合し、事業を再スタートした。今年度、就職者13名（現時点）。就職者の中にはコロナの影響により自宅待機となった方も数名いられたが、現時点では離職者なし。

　　オンラインツールを学ぶ機会を設け、事業所内職員間でzoomを取り入れ行っている。
〇トライフィールドわーくあーつ　

就労継続審B型事業所とし、受注作業を中心に仕事の提供をしているが、コロナウイルスの影響により2月頃より仕事（受注作業）が激減した。4月頃から医療機器の検査（人工呼吸機器の部品）作業が入り、従来通りの作業量へ回復している。
〇クロスオーバー大和
　　自立訓練（生活訓練）、就労継続支援B型事業の多機能型事業所。今回は県央地域のマネージャーとして出席。マネージャー業務として、4,5月はコロナの影響により相談は入らず、6月頃よりコンサルテーションの相談が始まった。
就労関係の相談としては、就労移行支援事業所の利用者の通所定着、就職後の定着支援等、発達障がいがある方のコンサルテーションを受け支援した。コンサル事業の中ではコロナの影響を受けたような相談はなかった。
　　クロスオーバー大和の事業所では、4月5月は休業した。コロナウイルスの情報に強く恐怖を感じる方もおり通所することが出来ないケースもあり、安心して休むことが出来ていたよう。休業期間中、事業所として、各ケースが安心して作業に取り組めるための提供方法をよく検討する期間となった。現在もコロナウイルスの影響により、通所が出来ない方もおり、支援についての検討が引き続き必要。
〇就労継続支援A型事業所「サンテ」

　　一般就労に向けての支援をしており、一般就労に結びついた方4名。

コロナウィルスの影響により受注作業（内職）はゼロになった。施設外就労についてはお弁当、ペットボトルの仕分け（リサイクル）作業については変わらず仕事が続いた。お弁当業務の場所では、コロナウイルス感染拡大防止の為、37度以上ある場合は2週間休むよう指示があり、指示通り対応し勤務に当たっている。体調不良になると2週間休まざるを得ない為、多くの方が体調不良の訴えもなく勤務に当たることが出来ている。
〇厚木市障がい者基幹相談支援センター
　　コロナウイルスの影響により、緊急事態宣言中は新規の相談数はなし。現在は通常の相談者数に戻っている。定着支援している方の中にコロナウイルスの影響により退職になったケースが1名あった。

〇えびな支援学校

　　開校し5年目を迎えている。3月から臨時休校し6月より学校再開し、7月までは蜜を避ける為の対応しながら対応を行った（交互登校等）。現在は登校時間帯の三密を避けられるよう、9時から9時半へ変更し対応している。このような状況の為、実習体験等は支援学校全体として、実施することが出来なかった。修学旅行については現在検討中。（11月山梨方面を予定）今年度上半期はコロナウイルスの影響により振り回された期間であった。見通しがたちづらい状況だが、出来ることを進めていきたい。
〇厚木市産業振興課

　　障害者雇用奨励交付金事業を行っている。コロナ禍では中小企業が休業した場合の補助金の交付、また、全国でも珍しい市内で一人暮らしの学生に対し給付金支給（50,000円）を行っている。
〇神奈川県障害者雇用促進センター

雇用率未達成の企業に訪問し支援事業があるが、コロナウイルスの影響により事業が進んでいない。他、6月から雇用率が達成している企業へも訪問し、どのように雇用されているか等ヒアリングし未達成企業への支援の一助となればと実施している。また、支援機関支援として職能評価を実施しているが、この事業もコロナウイルスの影響を受け、なかなか進んでいない。

〇厚木市障がい者基幹相談支援センター
　昨年度の主な活動について、障がい者週間に合わせて12月7日（土）就労をテーマにふれあいシンポジウム開催に向けて内容の検討、実施。2部制として、ジョブコーチの講演、当事者の方に登壇していただきパネルディスカッション実施。
3、 就労プロジェクトの今年度の活動内容

4、 その他
以上
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